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1 物資支援（募集・配分）

2 情報共有会議の開催

3 被災地支援金（募集・配分）



①物資支援（募集・配分）

発災直後から全国の保育関係者に向けて物資を募った。

40tを超える物資が集まり、白山市内の民間企業の協力を得て倉庫にて保管した。

１～４月の間で計９回に分け志賀町、七尾市、穴水町、輪島市、能登町、珠洲市の保育施設、延べ40箇所に物資
を配送した。

物資の内容は、飲料水や衛生用品、簡易トイレ、オムツ、ミルク等。保育の再開や一時預かりの実施に役立てて
頂くとともに、保護者や職員、地域の方々に配っていただくことで、少しでも役に立てればと考えた。

また、オムツは２次避難先の金沢以南の保護者へ直接配送する「オムサポ」という仕組みで全てを届けることが
できた。

約40t
全国から集まった物資の量

約40箇所
届けた施設数



②情報共有会議＠能登の開催

令和６年２月２1日にいしかわこども交流センター七尾館に
て開催。発災から50日程度が経ったところで、被災した保育
施設同士による情報共有の場を企画した。対面で12名、オン
ラインでおよそ50アカウントの参加があった。

石川県の保育関係担当者２名からの状況報告の後、各施設の
現状を情報交換した。目の前の日々に奮闘され、隣の自治体
や他の施設の状況を考える暇も無かったところで、貴重な時
間となった。

また、オブザーバーとして、こども家庭庁の保育政策課長を
はじめ国からもオンラインでご参加頂き、復旧、復興に向け
た様々な要望や、今後の防災、事業継続の在り方について多
くの生の声を伺った。

62
参加者（対面&オンライン）

名



③被災地支援金の募集

（第1回）
令和6年1月10日
　　　　　〜　令和6年1月31日

（第2回）
令和6年2月1日
　　　　　〜　令和6年6月30日

（第3回）
令和6年7月1日
　　　　　〜　令和7年3月31日

ー　 募集期間　ー



③被災地支援金の募集

お寄せ頂いた支援金の総額（R6.1.10〜R7.3.31）

231,581,330231,581,330円
（1,022件）



③被災地支援金の配分

第１次配分(〜R6.3)
・被災保育者 330名　3,000万
・避難した園児 300名　1,450万

第２次配分(〜R7.6)
・保育者(退職含) 970名　2,150万
・在籍園児 2870名　5,750万

・未就園児 480 名　980万　

・被災施設 58施設  9,650万

（その他事務的経費　150万円）

　 　　　　　　　　※数字はすべて概数



・発災からまもなく
　保育関係４団体の協力で発足

・企業や団体、個人からの支援にも対応

・施設類型や在籍、所属、避難の有無を問わず
　被災した全ての乳幼児を支援

オールこども石川の特徴



皆様のご支援に

心より感謝申し上げます

オールこども石川

※オールこども石川は令和7年8月末をもちまして解散いたしました。

　事務局等も廃止致しましたので、以後のご連絡等はご遠慮下さいますようお願い致します。


